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都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

は
、
総
合
計
画
（
基
本
構
想
）

に
基
づ
き
、
都
市
計
画
分
野
で

の
施
策
の
方
針
と
し
て
、
市
域

全
体
の
課
題
に
対
応
し
た
具
体

的
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
定

め
る
も
の
で
す
。
都
市
整
備
に

関
す
る
現
況
の
把
握
と
課
題
の

整
理
を
行
い
、
ま
ち
づ
く
り
の

理
念
や
ま
ち
の
将
来
像
を
設
定

し
て
い
ま
す
。

　
「
あ
き
る
野
市
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
は
、
平
成
12

年
10
月
に
策
定
さ
れ
、
平
成
22

年
を
中
期
の
目
標
年
次
、
平
成

32
年
を
長
期
の
目
標
年
次
と
し

て
、
市
民
と
企
業
の
協
力
の
も

と
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
計
画
策
定
後
10
年
が

経
過
す
る
な
か
、
少
子
高
齢
化

や
情
報
化
の
進
展
、
環
境
問
題

の
顕
在
化
な
ど
社
会
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
19
年
に
首

都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
の
八

王
子
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
鶴

ヶ
島
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
区
間

が
開
通
し
、
平
成
25
年
度
に
は

全
線
開
通
（
平
成
22
年
度
９
月

時
点
）
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
更
な
る
広
域
的
な
交

通
利
便
性
の
向
上
や
新
た
な
都

市
機
能
の
集
積
が
見
込
ま
れ
る

な
ど
、
都
市
と
し
て
の
発
展
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
市

で
は
、
昨
年
３
月
に
「
郷
土
の

恵
み
の
森
構
想
」
を
策
定
し
、

「
環
境
都
市
あ
き
る
野
」
の
実

現
に
向
け
た
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、

中
期
の
目
標
年
次
で
あ
る
平
成

22
年
ま
で
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

施
策
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
社
会
経
済
情
勢
な
ど
の

変
化
に
対
応
し
た
新
た
な
将
来

フ
レ
ー
ム
を
設
定
し
、
今
後
10

年
間
の
後
期
計
画
と
し
て
改
定

す
る
も
の
で
す
。

　
「
あ
き
る
野
市
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
は
、
市
域
全

体
の
土
地
利
用
や
交
通
な
ど
の

分
野
別
の
整
備
方
針
を
示
す

「
全
体
構
想
」
と
、
市
域
を
６

つ
の
地
域
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ

の
整
備
方
針
を
示
す
「
地
域
別

構
想
」
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
方

針
を
実
現
す
る
た
め
の
「
実
現

化
方
策
」を
定
め
る
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
改
定
に
関
す
る
協

議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の

た
び
、
「
あ
き
る
野
市
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
案
）
」

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

▽
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　
（
案
）
の
閲
覧
場
所
　
市
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
情
報
公
開
コ

　
ー
ナ
ー
（
市
役
所
４
階
）
、

　
都
市
計
画
課
（
市
役
所
３

　
階
）
、
五
日
市
出
張
所
、
中

　
央
公
民
館
、
市
内
各
図
書
館

▽
意
見
の
提
出
方
法
な
ど

　●

提
出
方
法
…
２
月
７
日
（月）
ま

　
で
に
、
Ａ
４
用
紙
な
ど
に
意

　
見
と
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

　
号
（
法
人
な
ど
の
団
体
の
場

　
合
に
は
、
所
在
地
と
団
体

　
名
、
代
表
者
の
氏
名
と
電
話

　
番
号
）
を
記
入
し
、
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。

※
直
接
提
出
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

　
電
子
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
ま

　
す
。

※
電
話
や
窓
口
で
の
口
頭
の
ご

　
意
見
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

※
個
別
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
。

　●

そ
の
他
…
提
出
さ
れ
た
ご
意

　
見
は
、
概
要
な
ど
を
公
表
し

　
ま
す
。

都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は

改
定
す
る
理
由

都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
構
成

あ
き
る
野
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
案
）

に
対
す
る
意
見
を

　
　
　
　
募
集
し
ま
す

FAX

  

■郷土の恵みの森構想地区
・秩父多摩甲斐国立公園を含む山地や
　秋川丘陵・草花丘陵などの丘陵地は、
　「郷土の恵みの森構想」に基づき、
　保全と活用を図ります。

■草花（字南小宮）地区
・市営住宅の効率的かつ効
　果的な更新を図るため、
　老朽化した木造市営住宅
　の統合により、新たに市
　営住宅の建築を進めます。

■旧秋川高校周辺地区（豊原地区から武蔵引田
　駅周辺地区）
・高い交通利便性を活かし、雇用の創出、地域
　経済の拡大や流入人口の誘導などに向け、新
　たな企業の誘致と、既存の企業の育成を図る
　拠点として整備を進めます。

「都市計画地域の
　整備、開発および保全の方針」

都市計画マスタープランの位置づけ

い

あきる野市の現況を整理し、今後の整
備方針を検討するに当たっての課題を
示します。

平成32年を目標として、あきる野市の
まちづくりの理念とまちの将来像を示
します。

まちの将来像の実現に向けて、分野別
にまちづくりの基本方針を示します。

市域を６つの地域に分け、それぞれの
地域の特性にあわせた将来像を設定し、
詳細なまちづくり方針を示します。

まちづくりの実施に向けておおむねの
事業時期や、規制誘導などの都市計画
制度の活用方策、まちづくりの推進体
制と具体的手法を示します。

主な変更内容

都市計画マスタープランの構成


